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(54)【発明の名称】 内視鏡撮像システム

(57)【要約】
【課題】  組み合わせが異なる場合であっても、偽色補
正や高輝度着色防止を十分に行える内視鏡撮像システム
を提供する。
【解決手段】  ＣＣＤを内蔵したカメラヘッドや電子内
視鏡が選択的に接続され、入力された撮像信号に対して
色分離した後、偽色補正回路５４でエッジ部分での偽色
補正を行い、さらにクロマサプレス回路５９でクロマ信
号に対する抑圧レベルを、ＣＰＵ６３を介して実際に使
用されているＣＣＤの特性や光源装置のランプに応じて
変更することにより、ＣＣＤの種類が異なるカメラヘッ
ドや電子内視鏡が選択的に接続されても偽色の発生と高
輝度着色を有効に防止できるようにした。



(2) 特開２００３－２０４９３２

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  所定の特性を有し、被写体像を撮像する
第１の撮像手段と、
前記第１の撮像手段に固有に設定された第１の識別情報
を発生する第１の識別情報発生手段と、
前記第１の撮像手段および前記第１の識別情報発生手段
とを有し、内視鏡像を撮像する第１の内視鏡像撮像手段
と、
前記第１の撮像手段と異なる所定の特性を有し、被写体
像を撮像する第２の撮像手段と、
前記第２の撮像手段に固有に設定された第２の識別情報
を発生する第２の識別情報発生手段と、
前記第２の撮像手段および前記第２の識別情報発生手段
とを有し、内視鏡像を撮像する第２の内視鏡像撮像手段
と、
前記第１の内視鏡像撮像手段または前記第２の内視鏡像
撮像手段が着脱可能に接続される着脱部と、
前記着脱部に装着される前記第１の内視鏡像撮像手段ま
たは第２の内視鏡像撮像手段が有する撮像手段の出力信
号が入力され、該出力信号から抽出されたクロマ信号の
信号レベルを所定のレベルに抑圧する抑圧手段と、
前記着脱部に装着される前記第１の内視鏡像撮像手段ま
たは第２の内視鏡像撮像手段が有する識別情報発生手段
が発生する識別情報を判別する判別手段と、
前記判別手段が判別した識別情報に基づいて、前記抑圧
手段による前記クロマ信号の信号レベルの抑圧レベルを
制御する抑圧レベル制御手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡撮像システム。
【請求項２】  前記抑圧レベル制御手段は、前記判別手
段が判別した識別情報と、
前記着脱部に装着される前記第１の内視鏡像撮像装置ま
たは第２の内視鏡像撮像手段が有する撮像手段の出力信
号の輝度情報と、
に基づいて、前記抑圧手段による前記クロマ信号の信号
レベルの抑圧レベルを制御することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡撮像システム。
【請求項３】  所定の特性を有する第１の照明光を発光
する第１の発光手段と、
前記第１の発光手段に固有に設定された第１の発光手段
識別情報を発生する第１の発光手段識別情報発生手段
と、
前記第１の光源手段および前記第１の発光手段識別情報
発生手段とを有し、被写体を照明する照明光を出力する
第１の光源手段と、
前記第１の光源手段と異なる特性を有する所定の第２の
照明光を発光する第２の発光手段と、
前記第２の発光手段に固有に設定された第２の発光手段
識別情報を発生する第２の発光手段識別情報発生手段
と、
前記第２の発光手段および前記第２の発光手段識別情報*
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*発生手段とを有し、被写体を照明する照明光を出力する
第２の光源手段と、
所定の特性を有し、前記被写体の被写体像を撮像する第
１の撮像手段と、
前記第１の撮像手段に固有に設定された第１の撮像手段
識別情報を発生する第１の撮像手段識別情報発生手段
と、
前記第１の撮像手段および前記第１の撮像手段識別情報
発生手段とを有し、内視鏡像を撮像する第１の内視鏡像
撮像手段と、
前記第１の撮像手段と異なる所定の特性を有し、前記被
写体の被写体像を撮像する第２の撮像手段と、
前記第２の撮像手段に固有に設定された第２の撮像手段
識別情報を発生する第２の撮像手段識別情報発生手段
と、
前記第２の撮像手段および前記第２の撮像手段識別情報
発生手段とを有し、内視鏡像を撮像する第２の内視鏡像
撮像手段と、
前記第１の内視鏡像撮像手段または前記第２の内視鏡像
撮像手段が着脱可能に接続される着脱部と、
前記第１の光源手段または前記第２の光源手段が接続さ
れる接続部と、
前記着脱部に装着される前記第１の内視鏡像撮像手段ま
たは第２の内視鏡像撮像手段が有する撮像手段の出力信
号が入力され、該出力信号から抽出されたクロマ信号の
信号レベルを抑圧する抑圧手段と、
前記着脱部に装着される前記第１の内視鏡像撮像手段ま
たは第２の内視鏡像撮像手段が有する撮像手段識別情報
発生手段の発生する撮像手段識別情報を判別する第１の
判別手段と、
前記接続部に接続される前記第１の光源手段または第２
の光源手段が有する発光手段識別情報発生手段の発生す
る発光手段識別情報を判別する第２の判別手段と、
前記第１の判別手段が判別した撮像手段識別情報と前記
第２の判別手段が判別した発光手段識別情報とに基づい
て、前記抑圧手段のによる前記クロマ信号の信号レベル
の抑圧レベルを制御する抑圧レベル制御手段と、
を具備したことを特徴とする内視鏡撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は撮像素子を備えた電
子内視鏡などにより内視鏡検査を行う内視鏡撮像システ
ムに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、医療用分野及び工業用分野におい
て、内視鏡が広く用いられるようになった。また、最近
では、固体撮像素子を内蔵した電子内視鏡や、光学式内
視鏡に固体撮像素子を内蔵したテレビカメラが外付け
（装着）されたテレビカメラ外付け内視鏡を用い、固体
撮像素子に対する信号処理を行うカメラコントロールユ
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ニット（或いはビデオプロセッサ）を用いることにより
固体撮像素子で撮像した内視鏡画像をモニタに表示した
り、必要に応じてその画像を記録したりすることが容易
にできる内視鏡撮像システム或いは電子内視鏡システム
が広く採用される状況にある。その従来技術として例え
ば、特開平１－２１８１９４、特開平９－１６３３８
５、特開２０００－１１５７６０がある。
【０００３】電子内視鏡或いはテレビカメラ（のカメラ
ヘッド）内に内蔵した固体撮像素子を用いたシステムで
は、原理上、映像の輪郭部分に偽の色が着く偽色という
現象や、高輝度の部分が着色する高輝度着色という現象
が発生する。従来では、このような弊害に対して、特開
平１－２１８１９４や特開平９－１６３３８５に開示さ
れているように偽色補正回路やクロマサプレス等の処理
によりこれらの現象が低減するような補正を行ってい
た。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、この偽色や高
輝度着色の現象は固体撮像素子の画素数やサイズまた固
体撮像素子の前面に貼られている色フィルタの特性など
により、発生レベルが変わる。また、照明光を供給する
光源装置に使用されているランプの種類によってもレベ
ルは変わる。
【０００５】よって、特開２０００－１１５７６０に開
示されているように、複数種類の固体撮像素子や光源ラ
ンプを使用する電子内視鏡システムでは、偽色補正回路
やクロマサプレス処理のレベルを一定のレベルで処理を
行っていると、固体撮像素子や光源ランプの組み合わせ
によっては、充分にその効果が得られない場合がある。
【０００６】（発明の目的）本発明は上述した点に鑑み
てなされたもので、固体撮像素子の特性が異なる場合で
も、偽色補正や高輝度着色防止を十分に行え、良好な映
像出力を得ることができる内視鏡撮像システムを提供す
ることを目的とする。また、固体撮像素子や光源ランプ
の組み合わせが異なる場合でも、偽色補正や高輝度着色
防止を十分に行え、良好な映像出力を得ることができる
内視鏡撮像システムを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】所定の特性を有し、被写
体像を撮像する第１の撮像手段と、前記第１の撮像手段
に固有に設定された第１の識別情報を発生する第１の識
別情報発生手段と、前記第１の撮像手段および前記第１
の識別情報発生手段とを有し、内視鏡像を撮像する第１
の内視鏡像撮像手段と、前記第１の撮像手段と異なる所
定の特性を有し、被写体像を撮像する第２の撮像手段
と、前記第２の撮像手段に固有に設定された第２の識別
情報を発生する第２の識別情報発生手段と、前記第２の
撮像手段および前記第２の識別情報発生手段とを有し、
内視鏡像を撮像する第２の内視鏡像撮像手段と、前記第
１の内視鏡像撮像手段または前記第２の内視鏡像撮像手

4
段が着脱可能に接続される着脱部と、前記着脱部に装着
される前記第１の内視鏡像撮像手段または第２の内視鏡
像撮像手段が有する撮像手段の出力信号が入力され、該
出力信号から抽出されたクロマ信号の信号レベルを所定
のレベルに抑圧する抑圧手段と、前記着脱部に装着され
る前記第１の内視鏡像撮像手段または第２の内視鏡像撮
像手段が有する識別情報発生手段が発生する識別情報を
判別する判別手段と、前記判別手段が判別した識別情報
に基づいて、前記抑圧手段による前記クロマ信号の信号
レベルの抑圧レベルを制御する抑圧レベル制御手段と、
を具備したことにより、固体撮像素子の特性が異なる内
視鏡撮像手段が接続された場合でも、その識別情報を判
別して、抑圧手段を制御することにより、偽色補正や高
輝度着色防止を十分に行えるようにしている。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図８は本発明の１実施
の形態に係り、図１は１実施の形態の内視鏡撮像システ
ムの全体構成を示し、図２は信号コネクタ内に設けた信
号処理回路の構成を示し、図３はＣＣＵの映像信号処理
回路の構成を示し、図４はＣＣＤ用電源回路の回路構成
を示し、図５は偽色補正回路の構成を示し、図６は図５
のエッジ判別回路の構成を示し、図７はクロマサプレス
回路の構成を示し、図８はＣＣＤの種類情報及びランプ
情報によりクロマ抑圧を行う特性例を示す。
【０００９】図１に示す本発明の１実施の形態の内視鏡
撮像システム１は、光学式内視鏡２に（第１の）撮像手
段を備えたテレビカメラ３が装着されたテレビカメラ外
付け内視鏡４Ａと、（第２の）撮像手段を内蔵した電子
内視鏡４Ｂと、テレビカメラ外付け内視鏡４Ａ（の光学
式内視鏡２）或いは電子内視鏡４Ｂが選択的に接続され
ることにより照明光を供給する光源装置５と、テレビカ
メラ外付け内視鏡４Ａ（のテレビカメラ３）或いは電子
内視鏡４Ｂが選択的に接続されることにより、その内視
鏡に内蔵された撮像手段に対する信号処理を適切に行う
カメラコントロールユニット（以後ＣＣＵと略記す
る。）６と、ＣＣＵ６と接続され、ＣＣＵ６から出力さ
れる映像信号が入力されることにより、撮像手段で撮像
した内視鏡画像を表示するテレビモニタ７とから構成さ
れる。なお、図１では、１つの光源装置５のみを示して
いるが、さらに（発光特性が異なる）別の光源装置を使
用する場合にも対応できる。
【００１０】光学式内視鏡２は体腔内等に挿入される例
えば硬質で細長の挿入部１１と、挿入部１１の後端に設
けられ、把持される把持部１２と、この把持部１２の後
端に設けられた接眼部１３とを有し、把持部１２にはラ
イトガイド口金部１４が設けてある。このライトガイド
口金部１４には、ライトガイドケーブル１５の基端が接
続され、その末端の光源コネクタ１６から突出するライ
トガイド口金は光源装置５に着脱自在に接続される。
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【００１１】挿入部１１内には照明光を伝送するライト
ガイド１７が挿通されており、光源装置５のランプ１８
からの白色の照明光がライトガイドケーブル１５を介し
て供給され、ライトガイド１７の先端面から伝送した照
明光を出射し、体腔内の患部などの被写体を照明する。
挿入部１１の先端には対物レンズ２１が設けられてお
り、照明光により照明された被写体の像を結ぶ。
【００１２】この対物レンズ２１による像は挿入部１１
内等に配置されたリレーレンズ系２２により後方に伝送
され、接眼部１３に設けた接眼レンズ、接眼部１３に装
着されるカメラアダプタ２３或いはカメラヘッド２４内
に設けた撮像レンズを経てその結像位置に配置された固
体撮像素子、具体的には電荷結合素子（ＣＣＤと略記）
２５ａに結像され、光電変換される。このＣＣＤ２５ａ
の撮像面には光学的に色分離するカラーフィルタが配置
されている。
【００１３】カメラアダプタ２３を介して接眼部１３に
装着されるカメラヘッド２４からは信号線が挿通された
カメラケーブル２６が延出され、その端部に設けた信号
コネクタ２７ａはＣＣＵ６に着脱自在で接続される。Ｃ
ＣＤ２５ａは信号線を介して信号コネクタ２７ａ内に設
けた信号処理回路２８ａと接続されている。
【００１４】また、ＣＣＤ２５ａの出力信号は、そのＣ
ＣＤ２５ａ付近となるカメラヘッド２４内に設けた緩衝
増幅器２９ａにより増幅されて信号処理回路２８ａに入
力される。
【００１５】信号コネクタ２７ａをＣＣＵ６に接続する
ことにより、ＣＣＤ２５ａで撮像された信号に対する信
号処理が信号コネクタ２７ａ内の信号処理回路２８ａと
ＣＣＵ６内の映像信号処理回路３０とにより信号処理さ
れて標準的な映像信号が生成され、テレビモニタ７に出
力され、モニタ画面にＣＣＤ２５ａで撮像された被写体
像が内視鏡画像として表示される。
【００１６】電子内視鏡４Ｂは、例えば軟性で細長の挿
入部３１と、その後端に設けられ、湾曲操作等を行う操
作部３２と、この操作部３２からその基端が延出された
ユニバーサルケーブル３３と、このユニバーサルケーブ
ル３３の末端に設けた光源コネクタ３４と、この光源コ
ネクタ３４の側部にその基端が接続されるスコープケー
ブル３５と、このスコープケーブル３５の末端に設けた
信号コネクタ２７ｂとから構成される。
【００１７】挿入部３１内にはライトガイド３６が挿通
され、このライトガイド３６の後端はユニバーサルケー
ブル３３の末端の光源コネクタ３４から突出するライト
ガイド口金となり、光源装置５に装着することにより、
光源装置５のランプ１８の照明光が集光レンズを介して
供給される。そして、この照明光はライトガイド３６の
先端面から出射され、被写体を照明する。
【００１８】挿入部３１の先端部には対物レンズ３７が
設けてあり、照明された被写体の像を結ぶ。その結像位
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置には固体撮像素子として、例えばＣＣＤ２５ｂが配置
されている。このＣＣＤ２５ｂの撮像面には光学的に色
分離するカラーフィルタが配置されている。
【００１９】このＣＣＤ２５ｂは挿入部３１内、ユニバ
ーサルケーブル３３内、スコープケーブル３５内に挿通
された信号線を介して信号コネクタ２７ｂ内に設けた信
号処理回路２８ｂと接続されている。
【００２０】そして、信号コネクタ２７ｂをＣＣＵ６に
接続することにより、ＣＣＤ２５ｂで撮像された信号に
対する信号処理が信号コネクタ２７ｂ内の信号処理回路
２８ｂと、ＣＣＵ６内の映像信号処理回路３０とにより
信号処理されて標準的な映像信号が生成され、テレビモ
ニタ７に出力され、モニタ画面にＣＣＤ２５ｂで撮像さ
れた被写体像が内視鏡画像として表示される。
【００２１】なお、ＣＣＤ２５ｂの出力信号はこのＣＣ
Ｄ２５ｂの付近の挿入部先端部に設けた緩衝増幅器２９
ｂにより緩衝増幅されて信号コネクタ２７ｂ内の信号処
理回路２８ｂに入力されるようにしている。
【００２２】光源装置５内には、その光源装置５に内蔵
されているランプ１８の発光特性を決定するランプ情報
を発生するランプ情報発生回路３８が設けてあり、その
ランプ情報は通信インタフェース３９を介してこの通信
インタフェース３９に接続された通信ケーブル４０によ
りＣＣＵ６内の映像信号処理回路３０に伝送されるよう
にしている。なお、ランプ情報発生回路３８の代わりに
光源装置５はそれに固有の識別情報を発生し、その識別
情報からその光源装置に使用されているランプ情報や発
光特性を識別するようにしても良い。
【００２３】図２は信号コネクタ２７ｉ（ｉ＝ａ又は
ｂ）内の信号処理回路２８ｉの詳細を示すブロック図で
ある。タイミングジェネレータ（図２ではＴＧと略記）
４１ｉはＣＣＤ２５ｉの駆動信号（水平転送信号φＨ、
リセット信号φＲ、垂直転送信号φＶ）を発生し、その
内の例えば水平転送信号φＨ、リセット信号φＲはドラ
イバ４２ｉを介して、また垂直転送信号φＶはドライバ
４２ｉを介することなく、ＣＣＤ２５ｉに駆動信号を供
給する。
【００２４】ＣＣＤ２５ｉは駆動信号が印加されること
により光電変換した信号電荷が読み出されて撮像信号と
して出力され、この撮像信号は緩衝増幅器２９ｉにて電
流増幅された後、信号処理回路２８ｉ内に設けた増幅器
４３により増幅されてＣＣＵ６の映像信号処理回路３０
に入力される。
【００２５】タイミングジェネレータ４１はＣＣＵ６よ
りクロック信号と水平及び垂直の同期信号が供給され、
水平及び垂直の同期信号に同期してＣＣＤ２５ｉを駆動
する駆動信号を生成する。
【００２６】また、ＣＣＤ２５ｉから出力される撮像信
号は、増幅器４３により増幅された後、ＣＣＵ６の映像
信号処理回路３０に入力され、後述するようにタイミン
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7
グジェネレータ４１から出力されるサンプリング信号Ｓ
Ｈａ、Ｓｈｂと、ＡＤＣＫを用いて信号成分の抽出動作
と、Ａ／Ｄ変換の動作を行う。
【００２７】本実施の形態では、撮像手段（具体的には
ＣＣＤ２５ａ或いは２５ｂ）を駆動する駆動信号発生手
段としてのタイミングジェネレータ４１ｉを、内視鏡４
Ａ或いは４Ｂ側（内視鏡撮像手段側）に設けることによ
り、ＣＣＤ２５ｉの画素数が異なるような場合にもＣＣ
Ｕ６側の構成を簡素化できるようにしている。
【００２８】つまり、タイミングジェネレータをＣＣＵ
６内に設けると、接続される内視鏡に内蔵されたＣＣＤ
の画素数に応じた駆動信号をＣＣＵ６は発生しなければ
ならないので、ＣＣＵ６内のタイミングジェネレータは
上述したタイミングジェネレータ４１ａ、４１ｂの機能
を備えることが必要となり、接続される内視鏡の種類が
増大すると、その負担が大きくなる。また、ＣＣＵ６の
後から開発された画素数が異なるＣＣＤを採用した新し
い内視鏡には対応できない欠点がでてくる。
【００２９】これに対し、本実施の形態では、各内視鏡
側にそれに内蔵されたＣＣＤ２５ｉに対応したタイミン
グジェネレータ４１ｉを用意しているので、殆ど共通に
信号処理するＣＣＵ６で対応できる。つまり、タイミン
グジェネレータ４１ｉはＣＣＵ６からの同期信号に同期
して、ＣＣＤ２５ｉの画素数に対応した駆動信号を発生
する。本実施の形態では種類、具体的には画素数、光電
変換特性等が異なる２つのＣＣＤ２５ａ、２５ｂの場合
で説明しているが、その数が３種類以上に増えても対応
できるし、後から開発された画素数が異なるＣＣＤを採
用した新しい内視鏡にも対応できる。
【００３０】本実施の形態では、種類が異なるＣＣＤ２
５ｉに適切に対応できるように、例えば信号処理回路２
８ｉには、（内視鏡４Ａ或いは内視鏡４Ｂの固有の識別
情報を発生する）スコープＩＤ発生回路４４ｉが設けて
ある。また本実施の形態では、固体撮像素子、具体的に
は各ＣＣＤ２５ｉへの供給電圧調整抵抗４５ｉとが設け
られており、ＣＣＤ２５ｉの電源電圧が異なるような場
合にも対応できるようにしている。
【００３１】なお、本実施の形態では、スコープＩＤ発
生回路４４ｉによる内視鏡の識別情報により、その内視
鏡で使用されている撮像手段、つまりＣＣＤ２５ｉの種
類を判別するのに利用される。
【００３２】図３は映像信号処理回路３０の詳細を示す
ブロック図である。ＣＤＳ回路５１は増幅器４３から得
られた撮像信号を相関二重サンプリングする回路であ
り、サンプリングするのに使用されるサンプリング信号
ＳＨａ、ＳＨｂは信号処理回路２８ｉ内のタイミングジ
ェネレータ４１ｉより供給される。そして、ＣＣＤ２５
ｉの画素数が異なるような場合にも、その画素数に応じ
た撮像信号に対して、その信号成分を抽出（してベース
バンドの信号を生成）する。
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【００３３】ＣＤＳ回路５１で相関二重サンプリングさ
れた信号はＡ／Ｄ変換回路５２にてデジタル信号に変換
される。この場合にも、タイミングジェネレータ４１ｉ
より供給されるＡ／Ｄ変換クロック信号ＡＤＣＫによ
り、アナログの信号はその画素数に応じて適切にＡ／Ｄ
変換され、変換されたデジタル信号は色分離回路５３に
供給される。
【００３４】色分離回路５３では入力される撮像信号を
輝度信号（Ｙ）とクロマ信号（Ｃ）に分離する。色分離
されたＹ信号とＣ信号は偽色補正回路５４に入力され、
この偽色補正回路５４で偽色の抑圧の補正が施される。
【００３５】その後、エンハンス回路５５にて輪郭強調
処理が行われた後、ＲＧＢマトリクス回路５６に供給さ
れ、Ｙ信号とＣ信号は３原色のＲＧＢ信号に変換され
る。ＲＧＢ信号はホワイトバランス回路５７でホワイト
バランスの処理がされた後、それぞれガンマ回路５８に
供給される。
【００３６】ガンマ回路５８の出力信号はクロマ信号の
レベルを適切に抑圧するクロマサプレス回路５９に入力
され、高輝度部でのクロマ信号の抑圧処理が施された後
に、Ｄ／Ａ変換回路６０にてアナログ３原色信号に変換
される。アナログ３原色信号はエンコーダ６１に入力さ
れ、テレビモニタ７で表示可能な映像信号に変換処理さ
れた後、テレビモニタ７に出力される。
【００３７】映像信号処理回路３０内にはこの他に、こ
れらの処理回路と、信号処理回路２８ｉ内のタイミング
ジェネレータ４１ｉに同期信号とクロック信号を供給す
るための同期信号発生器（ＳＳＧ）６２と、偽色補正回
路５４とクロマサプレス回路５９をコントロールするＣ
ＰＵ６３とを備えている。
【００３８】このＣＰＵ６３には信号処理回路２８ｉ内
のスコープＩＤ発生回路４４からのＣＣＤ情報と、光源
装置５からのランプ情報が入力される。そして、これら
の情報に応じて、偽色補正回路５４とクロマサプレス回
路５９の動作を制御する。
【００３９】また、映像信号処理回路３０内には、固体
撮像素子用電源手段としてのＣＣＤ用電源回路６４も設
けられている。そして、ＣＣＤ２５ｉの種類に応じてそ
のＣＣＤ２５ｉに適した駆動電圧を供給するようにして
いる。
【００４０】本実施の形態では、映像信号処理系に偽色
補正回路５４とクロマサプレス回路５９とを設け、以下
に説明するように偽色補正回路５４では輝度信号のエッ
ジ部分を判別して、そのエッジ部分ではＣＣＤ２５ｉの
特性及びランプ１８の発光特性に応じてクロマ信号のレ
ベルを抑圧してエッジ部分（輪郭部分）での着色を防止
する補正を行い、またクロマサプレス回路５９ではその
輝度信号の高輝度レベル側で、ＣＣＤ２５ｉの特性及び
ランプ１８の発光特性に応じてクロマ信号の抑圧を行う
ようにして、ＣＣＤ２５ｉの特性や光源装置５の照明光
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9
の発光特性が異なる場合にも、偽色や着色を防止して、
忠実な色調で内視鏡画像の表示を行うようにしているこ
とが特徴となっている。
【００４１】次に本実施の形態の作用を説明する。テレ
ビカメラ外付け内視鏡４Ａ（カメラヘッド２４）に設け
られているＣＣＤ２５ａと電子内視鏡４Ｂに設けられて
いるＣＣＤ２５ｂは画素数やサイズ及び供給する電圧レ
ベル等か異なっている。そのため、スコープＩＤ発生回
路４４ｉにて、その内視鏡４Ａ或いは４ＢのスコープＩ
Ｄ情報をＣＣＵ６の映像信号処理回路３０に知らせる。
【００４２】映像信号処理回路３０内のＣＰＵ６３はそ
のスコープＩＤ情報を受け取り、図示しないルックアッ
プテーブル等に格納された情報により、そのスコープＩ
Ｄ情報に対応して、その内視鏡に採用されているＣＣＤ
２５ｉを判別する。なお、スコープＩＤ発生回路４４ｉ
の代わりに、ＣＣＤ２５ｉの情報を発生するＣＣＤ情報
発生回路にしても良い。また、ＣＣＤ供給電圧調整抵抗
４５ｉは抵抗値を変更することで、ＣＣＵ６からＣＣＤ
２５ｉに供給する電源電圧を調整することができる。
【００４３】図４はＣＣＤ用電源回路６４の詳細を示す
ブロック図である。ＣＣＤ用電源回路６４内にはレギュ
レータ７１と、このレギュレータ７１の出力端に一端が
接続された基準抵抗７２とが設けられている。このレギ
ュレータ７１は基準抵抗７２とＣＣＤ供給電圧調整抵抗
４５ｉとの抵抗比により出力電圧が調整できる回路とな
っている。
【００４４】例えば、カメラヘッド２４に使用されてい
るＣＣＤ２５ａの電源電圧をＶａ、電子内視鏡４Ｂに使
用されているＣＣＤ２５ｂの電源電圧をＶｂとし、カメ
ラヘッド２４内のＣＣＤ供給電圧調整抵抗４５ａの抵抗
値をＲａ、電子内視鏡４Ｂ内の調整抵抗をＲｂとする。
【００４５】基準抵抗７２の抵抗値をＲｓとすると、下
記に示すような関係となる。
Ｖａ＝ｋ＊Ｒｓ／Ｒａ          Ｖｂ＝ｋ＊Ｒｓ／Ｒｂ
よって、調整抵抗ＲｉをＣＣＤ２５ｉに応じて任意に選
択することによって、ＣＣＵ６からは自動的に接続され
た内視鏡のＣＣＤ２５ｉに適切な電源電圧が供給され
る。
【００４６】図５は偽色補正回路５４の作用を説明する
ブロック図である。入力されたＹ信号はエッジ判別回路
７４に入力され、輝度のエッジ部分を判別する。輝度の
エッジ部分と判別された場合にはエッジ部信号が、例え
ば乗算器で構成された抑圧回路７５に供給され、その部
分のＣ信号のレベルを落とす（抑圧する）ように処理す
る。
【００４７】つまり、映像信号における輝度信号が急激
に変化するエッジ部分でのクロマ信号の抑圧レベルを大
きくすることにより、そのエッジ部分での偽色の発生を
抑圧する。
【００４８】この際、抑圧レベルはＣＰＵ６３から供給
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される。また、ＣＰＵ６３は、スコープＩＤ発生回路４
４ｉから送られた情報をもとにＣＣＤ２５ｉの種類を判
別し、またランプ１８の発光特性に応じて、適正な抑圧
レベルを抑圧回路７５に供給する。
【００４９】このようにして、ＣＣＤ２５ｉの種類の違
い等によりその特性が異なる場合においても、そのＣＣ
Ｄ２５ｉの特性等に応じて適切な偽色補正を行い、映像
の輪郭部分に偽色ができる現象を軽減ないしは解消し、
忠実な色再生を行えるようにしている。
【００５０】図６はエッジ判別回路７５の詳細を示すブ
ロック図である。Ｙ信号は減算器８１に入力されると共
に、１画素遅延を行う１画素遅延回路８２を経て減算器
８１に入力され、減算器８１ではこれらの出力信号によ
りその隣接画素間のレベル差を求める。
【００５１】このレベル差の信号は比較回路８３に入力
され、ＣＰＵ６３より与えられた閾値と比較すること
で、該当する部分がエッジ部かどうかの判定を行う。こ
の閾値はＣＰＵ６３によりスコープＩＤの識別情報から
得られたＣＣＤ２５ｉの情報や光源装置５のランプ１８
の情報を基に適切に設定される。なお、Ｙ信号はこのエ
ッジ判別回路７５をスルーして直接エンハンス回路５５
に入力されるようにもなっている。
【００５２】図７はクロマサプレス回路５９の構成及び
作用を説明するブロック図である。入力されるＲＧＢ信
号はＲＧＢからＹ／Ｃ信号に変換するＲＧＢ－Ｙ／Ｃ変
換回路９１にて輝度信号（Ｙ）とクロマ信号（Ｃ）に変
換される。変換されたＹ信号はクロマ抑圧レベル設定回
路９２に入力される。
【００５３】クロマ抑圧レベル設定回路９２では、入力
されたＹ信号からクロマ信号の抑圧レベルを設定する。
そして、この抑圧レベルを、例えば乗算器で構成した抑
圧回路９３に出力し、クロマ信号（Ｃ）と乗算してその
クロマ信号の抑圧を行う（なお、クロマ抑圧レベル設定
回路９２から乗算器で構成した抑圧回路９３に出力され
る抑圧レベルは、実際にはその値が大きい程、クロマ信
号の抑圧を小さくする）。
【００５４】具体的には、Ｙ信号の高レベル側を検出
し、その高レベル側ではＣＣＤ２５ｉの特性等に応じて
クロマ信号のレベルを抑圧することにより、高輝度着色
の現象を防止する。
【００５５】Ｙ信号とクロマ抑圧レベルの関係は図８の
ａ或いはｂで示すような関係となる。つまり、Ｙ信号は
そのレベルが飽和側となるレベルより十分に低いレベル
ではクロマ抑圧を行わない（抑圧レベルが１）が、有る
程度以上になると、ＣＣＤ２５ｉ等の特性に応じてクロ
マ抑圧を大きくする（抑圧レベルは１から小さくな
る）。
【００５６】この場合、ＣＰＵ６３は前記スコープＩＤ
発生回路４４ｉから送られた情報をもとに得たＣＣＤ２
５ｉの種類情報と、光源装置５との通信で得たランプ情
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報を基に、この関係を調整する。
【００５７】例えば、カメラヘッド２４に内蔵したＣＣ
Ｄ２５ａの場合での高輝度着色が、電子内視鏡４Ｂに内
蔵したＣＣＤ２５ｂの場合での高輝度着色よりも起こり
にくいような場合には、カメラヘッド２４がＣＣＵ６に
接続されている場合には例えば図８のａのような関係で
クロマ信号の抑圧を行うが、電子内視鏡４Ｂが接続され
ている場合には図８のｂに示すような関係で抑圧を行
う。
【００５８】このようにすることにより、ＣＣＤ２５ｉ
等の特性に応じた高輝度着色を有効に防止できる。抑圧
処理を受けたＣ信号とＹ信号はＹ／Ｃ－ＲＧＢ変換回路
９４にてＲＧＢ信号に再変換され、後段側の回路に出力
される。
【００５９】本実施の形態は以下の効果を有する。上記
の構成により、種類の異なる固体撮像素子を使用したカ
メラヘッド２４や電子内視鏡４Ｂが接続された場合で
も、偽色の補正レベルやクロマサプレスのレベルをその
固体撮像素子の特性に適したレベルに自動的に調整する
ので、輪郭部分で発生する偽色や高輝度部分で着色が発
生することを適切に防止でき、忠実な色再現を行うこと
ができる。
【００６０】また、光源装置５との通信により、光源装
置５に用いられているランプ１８の種類の情報も得るよ
うにしているため、任意のランプ１８を使用した場合で
もそのランプ１８の発光特性に応じて、偽色補正やクロ
マサプレスのレベルを適正に補正できる。
【００６１】なお、明細書中でも述べたが、図２に示す
信号処理回路２８ｉではスコープＩＤを発生するように
しているが、ＣＣＤ２５ｉの特性情報を発生するもので
も良い。また、スコープＩＤを発生する場合には、ＣＣ
Ｕ６或いは映像信号処理回路３０側にスコープＩＤの情
報から対応するＣＣＤ２５ｉの特性情報を得たり、偽色
補正回路５４とクロマサプレス回路５９の動作を制御す
る抑圧レベル、閾値等の制御データを生成するＲＯＭ等
の制御信号データ格納手段を設けるようにしても良い。
【００６２】また、図１ではテレビカメラ外付け内視鏡
４Ａと電子内視鏡４Ｂの場合で説明したが、他の組み合
わせてでも適用できる。
【００６３】［付記］
１．複数種類のカメラヘッドもしくは電子内視鏡を選択
的に接続できる映像信号処理装置と、前記カメラヘッド
もしくは電子内視鏡に照明光を供給する光源装置とで構
成される内視鏡撮像システムにおいて、電子内視鏡もし
くはカメラヘッドの種類に応して、映像信号中のクロマ
成分を抑圧するレベルを変更することを特徴とする内視
鏡撮像システム。
２．前記の抑圧するレベルは映像信号中の輝度信号のレ
ベルに応じて制御されることを特徴とする付記１に記載
の内視鏡撮像システム。
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【００６４】３．前記の輝度信号が規定の値以上になっ
た時に、クロマ信号の抑圧レベルを段階的に変化させる
ことを特徴とする付記２に記載の内視鏡撮像システム。
４．前記の輝度信号の規定値をカメラヘッドもしくは電
子内視鏡の種類に応して変更することを特徴とする付記
３に記載の内視鏡撮像システム。
５．前記の段階的に変化させるクロマの抑圧レベルをカ
メラヘッドもしくは電子内視鏡の種類に応じて変更する
ことを特徴とする付記３に記載の内視鏡撮像システム。
【００６５】（付記１から５の効果）従来技術の有する
映像上の高輝度の部分に現れる着色現象を低減できると
ともに、固体撮像素子の異なる複数種類の電子内視鏡や
カメラヘッドが接続されても、常に適正に偽色や高輝度
着色の低減効果を得ることができる。
【００６６】６．映像信号中の輝度信号が急激に変化す
る輪郭部分で、クロマ信号の抑圧レベルを大きくするこ
とを特徴とする付記１に記載の内視鏡撮像システム。
７．前記輪郭部分の判別は、隣接画素間の輝度信号のレ
ベル差により判別し、このレベル差の閾値をカメラヘッ
ドもしくは電子内視鏡の種類に応じて、変更することを
特徴とする内視鏡撮像システム。
（付記６、７の効果）従来技術の有する映像上のエッジ
部分に現れる着色現象を低減できるとともに、固体撮像
素子の異なる複数種類の電子内視鏡やカメラヘッドが接
続されても、常に適正に偽色低減の効果を得ることがで
きる。
【００６７】８．前記光源装置のランプの種類に応じ
て、クロマ信号の抑圧レベルを変更する事を特徴とする
付記１に記載の内視鏡撮像システム。
（付記８の効果）上記の効果に加えて、どのようなラン
プを使用した光源装置との組み合わせにおいても、常に
適正な高輝度着色低減や偽色低減の効果を得ることかで
きる。
【００６８】９．種類が異なる固体撮像素子をそれぞれ
備え、かつ各固体撮像素子の種類ないしは特性情報を含
む識別情報発生手段を備えた内視鏡が着脱自在に装着さ
れ、固体撮像素子からの出力信号に対して画像表示手段
に表示可能な映像信号を生成する内視鏡用信号処理装置
において、接続された内視鏡に応じてその内視鏡に設け
られた固体撮像手段の特性に応じてクロマ信号の抑圧レ
ベルを変更するクロマ抑圧手段を設けたことを特徴とす
る内視鏡用信号処理装置。
【００６９】１０．付記９において、さらに内視鏡に照
明光を供給する光源装置から、その光源装置に使用され
ているランプの発光特性の情報が入力され、該情報によ
り前記クロマ抑圧手段による抑圧レベルを制御すること
を特徴とする。
１１．付記９又は１０において、前記クロマ抑圧手段は
輝度信号のエッジ部分でのクロマ信号の抑圧を行う偽色
補正回路と、高輝度側でのクロマ信号の抑圧を行うクロ
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マサプレス回路との機能を有することを特徴とする。
【００７０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、固
体撮像素子の特性や光源装置の発光特性が異なる組み合
わせの場合でも、偽色の発生や高輝度着色を適切に防止
でき、忠実な色調で内視鏡画像を再生表示できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態の内視鏡撮像システムの
全体構成図。
【図２】信号コネクタ内に設けた信号処理回路の構成を
示すブロック図。
【図３】ＣＣＵの映像信号処理回路の構成を示すブロッ
ク図。
【図４】ＣＣＤ用電源回路の回路図。
【図５】偽色補正回路の構成を示すブロック図。
【図６】図５のエッジ判別回路の構成を示すブロック
図。
【図７】クロマサプレス回路の構成を示すブロック図。
【図８】ＣＣＤの種類情報及びランプ情報によりクロマ
抑圧を行う特性例を示す図。
【符号の説明】
１…内視鏡撮像システム
２…光学式内視鏡
３…テレビカメラ
４Ａ…テレビカメラ外付け内視鏡 *
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*４Ｂ…電子内視鏡
５…光源装置
６…ＣＣＵ
７…テレビモニタ
１１…挿入部
１３…接眼部
１５…ライトガイドケーブル
１６…光源コネクタ
１８…ランプ
２１、３７…対物レンズ
２２…リレーレンズ系
２４…カメラヘッド
２５ａ、２５ｂ…ＣＣＤ
２６…カメラケーブル
２７ａ、２７ｂ…信号コネクタ
２８ａ、２８ｂ…信号処理回路
２９ａ、２９ｂ…緩衝増幅器
３０…映像信号処理回路
３８…ランプ情報発生回路
４１ａ、４１ｂ…ＴＧ
４４ａ、４４ｂ…スコープＩＤ発生回路
５４…偽色補正回路
５９…クロマサプレス回路
６３…ＣＰＵ

【図１】
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【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】
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